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三重県における新しいカワウのコロニー

樋口行雄'･藤岡正博２

カヮウＰ”/αcγ0COγα苑ｃαγ６０の繁殖地は我圃においては極めて少なく，１９８１年現在青森県

下北半島の市柳沼と山辺沢沼，東京部台東区の不忍池，愛知県知多半島の鵜の山，大分県南海部郡の

沖黒島のわずか５か所が知られているにすぎない（福田１９８１，福田他１９８２）．１９８２年に，

縦者らは三重県において新しいコロニーを確認したので擬告したい．

繁殖地は，志摩半島南部の五ケ所湾に面する三近県度会郡南勢町迫間浦の通称大瀬と呼ばれる小半

島（海抜80"‘）である．半島の先端部のなだらかな南斜面の一部がコロニーとなっている．かつてい

わゆる段々畑として利用されていたところで，その後放棄され，耕作当時に植えられたとみられるク

ロマツ，シイ，タブ，ウバメガシ，サンゴジュ，ビワ，メダケなどが樹高８～15ｍの林に成長してお

り，林床にはコシダ，ウラジロなどのシグ類が混生している．

７ﾙ１１日の調査では，コロニーは50"‘×50ｍ程の範囲であり，巣はすべて６ｍ以上の樹上にあって

少なくとも60巣を確認した．大部分は巣､にち後であって巣立ち幼鳥がみられたが，５巣では雛が確認

された．すなわち，１巣は巣立ち近い雛２羽，２巣では１１～20日令と思われるかなり小さい雛符２羽

が観察され，２巣では初期雛と思われる声が聞かれた（うち１巣は親鳥による抱雛を観察）．このよ

うな状況から，淵在した時期は，群れとしては繁殖後期にあたっていたとみられる．営巣樹砿は，シ

イ，タブ，シラカシ，アカメガシワ，クロマツであって，シイ（２５巣４１．７影），タブ（１２巣２０．０

形）での営巣が多い．巣材にはふつう枯枝を使用していたが，一部で漁網用ロープ，荷造り用ポリエ

チレンテープも使用していた．ノヒ息個体数については全群をみることができなかったので明らかでは

ないが，飛期時の印象から，巣立ち幼烏も含め200～300羽と推定した．

この地域では少なく見積っても５００羽以上とみられるサギ類，すなわちアオサギＡγｄｇａｃｊ”一

γgα，コサギＥｇγｇ〃αｇαγ９９〃α，ゴイサギ/Vyc〃COγ“〃ｙｃ〃ＣＯγ“が繁殖しており，チュ
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ウサギＥｇγg〃αｊ”ｅγ"gdja，アマサギβ”必/c秘ｓｊ６ｊｓも観察された．そのコロニーはおよ

そ２００ｍ×２００ｍの範囲である．カワウはサギ類のコロニーの上部端に接するように営巣しているが，

営巣範囲はほとんど重複していなかった．

このコロニーの形成過程について詳しいことは明らかではないが，１９８０年６月13日にサギ類のコ

ロニーの分布調査を行っていた筆者の一人藤岡が，約１Km離れた対岸から同所で100羽位の本種とい

くつかの巣を観察しており，１９８０年から繁殖していたことは確かである．三重県においてカワウの

コロニーは，１９７７年から１９７９年にかけて当地より約3.5Kｍ北東の五ケ所湾に面する南勢町飯満に

あった（樋口他１９８０，橋本１９８１）が，１９８１年にはすでに繁殖していないことを福田道雄（

上野動物園）と樋口が確認しており，植生の状況から１９８０年以前に放棄されたと推察された．迫間

浦と飯満は距離が近く，飯満において繁殖している期間には当地での繁殖は確認されておらず，繁殖

地としての長期利用によっておこる樹木や下屈植生の枯損もあまり進行していないことから，迫間浦

のコロニーは飯満において繁殖していた群れが移動して形成されたと考えられる．しかし，飯満では

３５巣，幼鳥を含めて約８０羽（橋本１９８１）が記録されているにすぎない．また1969年から１９７１

年にかけて度会郡大宮町の宮川中流にあったコロニーでも，生息個体数は約50羽と推定されている（

倉田１９７０）．迫間浦のコロニーにおける巣数や飛期個体数は，この２か所のコロニー，特に飯満

よりかなり増加している．本コロニーには飯満からの移動群のみではなく，他の地域，例えば現存す

るコロニーで当地に最も近い（約55Km）我国最大の愛知県知多半島の鵜の山からの分散個体が加わっ

ている可能性もあるように思われる．

本コロニーの規模は，愛知県の鵜の山の約１０，０００羽，東京都台東区の不忍池の約1,000羽よりは

薪しく少ないが，青森県下北半島の市柳沼と山辺沢沼，大分県南海部郡の沖黒島の各約100羽（樋口

他１９８０，福田１９８１）よりは多いように思われる．しかも，鵜の山を除く４か所ではここ数年

繁殖していながら群れがほとんど増加しておらず，鵜の山でも確実に増加しているとは断定できな

い状態にある（福田１９８１，福田他１９８２）現在，本コロニーにおいて最近わずかながらも個体

数が増加していることは注目すべきであろう．

当地における繁殖生態については今後詳しく調べる必要があるが，７月には群れとしては繁殖最搬

期をすぎていたことから，繁殖期は鵜の山（福田他１９８２）と以ているように思われる．なお，採

食地に関しては洋しく調べていないが，１９８１年，１９８２年とも繁殖期に相当する４～７月に北西約

２Kmの伊勢路川河口，南西約４Kmの南勢町相貿浦，飯満などの海上で採食しているのを観察しており，

半径４Km内外の五ケ所湾一帯に及んでいると考えられる．

本コロニーは数少ないカワウの繁殖地として'E要であり，アオサギを始めとするサギ類の集団繁殖

地とともに，今後とも繁殖が継続されるよう，立入りの規制など早急な保護対策が望まれる．

この小文を記すにあたって，いろいろと有益なご教示をいただいた東京都恩賜上野動物園飼育課の

福田道雄氏に感謝したい．
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・佐々木秀信・佐野裕彦・花鎗伸一一塚本洋三．1980．日本におけるカワウの現状．昭和54年度

環境庁委託調査．特定鳥類等調査，４７～86．日本野鳥の会．

愈田鱒．１９７０．三重県におけるカワウ・ウミネコのコロニーについて．ＣＲＩＮＵＭ，１２：３０～

３１．三重大学教育学部生物学教室．

１９８２年９月８日受理

1．〒１５０三重県四日市市ときわ４－３－２４

２．〒558大阪市住吉区杉本大阪市立大学理学部生物学教室．

ANewColonyoftheCommonCormorant（Phalacrocoraxcarbo）

ｉｎＭｉｅＰｒｅｆｅｃｔｕｒｅ

ＹｕｋｉｏＨｉｇｕｃｈｉ’andMasahiroFujioka2

AnewcolonyoftheCommonCormorant（Phalacrocorax
carbo）wasfoundinHasamaura，Nansei-cho，Watari-gun，

ＭｉｅＰｒｅｆｅｃｔｕｒｅｉｎｌ９８２．ＴｈｅＣｏｌｏｎｙｗａｓｓｉｔｕａｔｅｄｏｎａｓｍａｌｌ

ｐｅninsulacoveredwithevergreenforestadjoiningmixed-

heronry（Arde且Cinerea，Egrett且garzett4，Nycticorax
nycticora塁)．ＯｎＪｕｌｙｌ，１９８２，ａｔｌｅａｓｔ６０ｎｅｓｔｓｗｅｒｅｃｏｎ－
ｆｉｒｍｅｄ，ｆｉｖｅｏｆｗｈｉｃｈｃｏｎｔａｉｎｅｄｎｅｓｔｌｉｎｇｓ･Ｔｈｅｔｏｔａｌｎｕｍｂｅｒ

ｏｆｂｉｒｄｓｉｎｔｈｅｃｏｌｏｎｙ，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇｆｌｅｄｇｌｉｎｇｓ，ｗａｓｅｓｔｉｍａｔｅｄ

ｔｏｂｅ２００ｔｏ３００．１ｔｉｓｉｎｆｅｒｒｅｄｔｈａｔｔｈｉｓｃｏｌｏｎｙｍｏｖｅｄ仁o

thislocationfromHamma，Nansei-cho（３．５kmnortheastof

Hasamaura）ｗｈｅｒｅｔｈｅｒｅｗａｓａｃｏｌｏｎｙｏｆａｂｏｕｔ８０ｂｉｒｄｓｂｅ－
ｔｗｅｅｎｌ９７７ａｎｄｌ９７９．
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コシジロイソヒヨの日本初記録について

川田隆’

１９８２年５〃２９日，綜岡県周知郡春野町杉川林道９Ｋｍ地点において，１羽のコシジロイソヒヨ

ＭＯ〃がＣＯ/ａｓ“α〃〃ｓの雄成鳥を観察し撮影した．本極はヨーロッパ中央部から中国東北部に分

ﾊjするイソヒヨドリの１稲で，本駆初記録と,思われる．そこで発見時の状況と観察結果を報告する．

観察状況：発見場所は，赤石山脈最南部の蕎麦粒山（1627ｍ）の裾をまくように造られた林道

で，標商は８００ｍ，ブナやツガなどの天然林とスギ，ヒノキ造林地が11-1を被い，岩場やガレ場が点在

していろ．観察個体は，体塑がイソヒヨドリＭ、ｓｏ/〃αγ”ｓよりふたまわりほど小さく，尾羽が

短かく尻すぼみの感があった．体色はイソヒヨドリ雄成鳥に類似するが，好中から腰にかけて大きな

I‘l斑があり，腹部のオレンジ色はイソヒヨドリよりやや淡いが上方まで及んでおり，白色小斑を多数

認めた．尼羽は腹部と同色のオレンジ色が主体で中央部だけに黒褐色を認めた．頭部から筒までの背


